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❶
学
校
と
市
の
防
災
部
局
、
地

域
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
定
期

的
に
会
議
や
合
同
訓
練
を
す
べ
き
。

　

危
機
管
理
監　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
）
な
ど
を
活
用
し

た
訓
練
、
勉
強
会
な
ど
、
学
校
や

地
域
と
の
連
携
に
取
組
む
。

　

教
育
部
長　

学
校
、
防
災
担
当

者
と
、
今
後
十
分
協
議
し
て
連
携

し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
長　

災
害
時
の
避
難
誘
導

救
護
活
動
等
が
的
確
に
行
え
る
よ

う
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
る
。

　

❷
公
共
施
設
の
天
井
や
窓
ガ
ラ

ス
等
の
安
全
点
検
・
安
全
対
策
を

速
や
か
に
す
る
べ
き
。

　

建
設
部
長　

平
成
25
年
度
に
、

市
有
建
築
物
定
期
調
査
業
務
に
お

い
て
、
劣
化
・
損
傷
等
を
点
検
し

て
修
繕
計
画
を
策
定
し
対
処
す
る
。

❸
適
応
指
導
教
室
（
ポ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
）
の
充
実
を
考
え
る
べ
き
。

　

教
育
部
長　

教
育
委
員
会
に
新

た
に
臨
床
心
理
士
を
配
置
し
、
指

導
員
へ
の
指
導
の
充
実
を
図
る
。

❹
保
護
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
研
修
、
保
護
者
同
士
の
つ

な
が
り
の
創
出
を
考
え
る
べ
き
。

　

教
育
部
長　

新
た
に
配
置
す
る

臨
床
心
理
士
と
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
連
携
に
よ
り
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

❺
選
挙
人
が
投
票
所
へ
の
メ
モ

等
の
持
込
み
に
つ
い
て
、
対
応
を

明
確
に
す
べ
き
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
す
る
候
補
者
の
名
前
を

書
い
た
メ
モ
な
ど

を
、
持
ち
込
む
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

　

❻
期
日
前
投
票

の
宣
誓
書
を
、
事

前
に
記
入
で
き
る

仕
組
み
作
り
を
。

　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長　

選

挙
人
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
宣
誓
書

の
様
式
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
な
ど
、
事
前
に

記
入
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

　

❼
投
票
率
の
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
す
べ
き
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
率
向
上
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

は
20
〜
30
歳
代
の
投
票
率
向
上
に

あ
る
と
考
え
る
。
啓
発
活
動
に
今

後
と
も
取
組
む
。

　

❶
国
民
健
康
保
険
は
市
の
約
３

分
の
１
の
世
帯
が
加
入
し
て
い
る

が
、
加
入
世
帯
の
半
数
は
年
間
所

得
百
万
円
以
下
で
暮
ら
し
は
厳
し

い
。
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

　

市
民
部
長　

国
民
皆
保
険
制
度

で
国
保
は
重
要
な
役
割
を
占
め

る
。
不
況
で
加
入
者
は
増
え
て
い

る
が
税
収
は
微
増
、
医
療
費
は
毎

年
増
加
。
安
定
し
た
国
保
事
業
の

運
営
面
か
ら
引
き
下
げ
は
困
難
。

　

❷
70
〜
74
歳
の
医
療
費
窓
口
本

人
負
担
の
２
割
負
担
へ
の
引
き
上

げ
に
反
対
の
意
見
表
明
を
。

　

市
長　

本
人
１
割
負
担
へ
軽
減

す
る
制
度
の
有
用

性
は
認
識
し
て
お

り
、
従
来
か
ら
そ

の
堅
持
な
ど
働
き

か
け
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
国
、
府

へ
要
望
し
て
い
く
。

　

❸
国
保
加
入
者

の
医
療
費
窓
口
負

担
分
の
軽
減
を
図

る
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
制
度
普

及
に
向
け
、
病
院

窓
口
な
ど
に
紹
介

チ
ラ
シ
を
置
く
な
ど
、
周
知
の
徹

底
を
。

　

市
民
部
長　

保
険
証
更
新
時
に

説
明
を
掲
載
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
同
封
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ
作
成

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

❹
政
府
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
た
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
に
つ
い
て
、
学
校
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
す
る
他
事
例
も
あ
る
。
本
市
で

も
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
事
業

の
推
進
や
、
新
た
な
財
源
確
保
策

と
し
て
、積
極
的
に
活
用
す
べ
き
。

　

総
務
部
長　

今
回
の
元
気
臨
時

交
付
金
制
度
の
詳
細
は
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

❺
平
成
26
年
夏
開
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
事
業
者
募

集
要
項
が
公
表
さ
れ
た
。
同
ホ
ー

ム
が
市
民
の
願
い
に
応
え
た
も
の

と
な
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

募
集
条
件
は
、

一
言
で
言
う
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

施
設
の
対
応
の
仕
方
、
認
知
症
へ

の
ケ
ア
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
。
事

業
者
が
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う

把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な

ど
、
申
し
込
み
や
計
画
段
階
で
つ

か
ん
で
い
き
た
い
。

問

地
域
と
連
携
し
合
同
訓
練
を

答

Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
活
用
し
取
組
む

河 

田 

美 

穂 

議
員 

（ 

公
明
党 

）

気楽な雰囲気で避難訓練に役立つカード形式の
ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）　　　

　

❶
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
う

た
わ
れ
て
い
る
介
護
老
人
福
祉
施

設
の
開
設
に
つ
い
て
。

ア
市
と
し
て
立
地
場
所
の
方
向
性
。

イ
入
所
定
員
の
算
定
根
拠
は
。

ウ
応
募
事
業
者
の
見
込
み
は
。

エ
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を

持
た
す
意
味
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

ア
市
内
全
域
を
対
象
と
す
る
。

イ
定
員
90
床
は
、
待
機
状
況
や
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
い
て
い
る
。

ウ
複
数
事
業
者
か
ら
の
応
募
を
期

待
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
平
成
25
年
５
月
15
日
に

業
者
を
決
定
し
、
26
年
夏
頃
に
開

設
す
る
予
定
。

エ
新
た
に
開
設
さ
れ
る
社
会
福
祉

施
設
に
は
、
避
難
所
と
し
て
協
力

を
求
め
て
い
く
。

　

❷
24
年
７
月
に
運
航
開
始
し
た

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
。

ア
着
陸
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
場

所
と
箇
所
数
は
。

イ
要
請
基
準
と
費
用
負
担
は
。

ウ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
数
を
増
や
す
計

画
は
。
例
え
ば
山
手
南
の
小
学
校

予
定
地
は
ど
う
か
。

　

消
防
長　

ア
小
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、

18
カ
所
で
あ
る
。

イ
生
命
の
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
場

合
で
、
搬
送
に
要

す
る
費
用
は
京
都

府
負
担
。

ウ
増
や
す
計
画
は

な
い
。

　

教
育
部
長　

ウ
山
手
南
地
区
の
小
学
校
予
定
地

は
、
高
圧
電
線
な
ど
の
関
係
も
あ

り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
学

校
用
地
と
し
て
確
保
し
て
い
き
た

い
。

　

❸
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
、
環
境
省
の
補
助
が
決
ま
っ

た
。
応
募
し
た
ら
ど
う
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

照
度

や
維
持
管
理
な
ど
費
用
対
効
果
を

勘
案
し
見
送
っ
た
。
24
年
度
中
に

モ
デ
ル
地
区
で
実
証
実
験
を
行
う
。

　

❹
電
気
自
動
車
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
、
方
向
性
は
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
源
と
し
、
蓄
電
機

能
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

経
済
環
境
部
長　

蓄
電
池
の
性

能
、
コ
ス
ト
な
ど
で
課
題
が
あ
る

が
、
環
境
性
能
と
コ
ス
ト
を
考
慮

し
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

❶
保
育
所
の
施
設
に
つ
い
て
。

待
機
乳
幼
児
や
保
育
士
不
足
等
は
、

改
善
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
適
切

な
地
域
に
入
所
で
き
て
い
る
か
。

共
働
き
家
庭
増
加
の
た
め
、
保
育

所
を
選
ぶ
方
が
多
い
の
で
、
待
機

児
童
を
減
少
さ
せ
る
見
直
し
は
必

要
。保
育
体
制
は
た
い
へ
ん
重
要
。

安
心
し
て
親
が
働
け
、
仕
事
に
打

ち
込
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

保
健
福
祉
部
長　

二
つ
の
新
園

舎
完
成
後
は
、
１
５
５
名
の
増
加

に
な
り
、
極
力
希
望
に
沿
え
る
よ

う
調
整
に
努
め
て
い
る
。

　

❷
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
。三
山
木
・
普
賢
寺
周
辺
地
域
に

市
民
が
つ
ど
え
る
施
設
が
将
来
的

に
必
要
で
あ
る
。
南
部
住
民
セ
ン

タ
ー
の
建
築
実
現
を
強
く
要
望
す

る
。
市
民
の
満
足
を
得
る
に
は
、

こ
の
地
域
に
公
共
施
設
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
部
長　

十
分
考
慮
す
る
中

で
施
設
整
備
と
あ
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

❸
本
市
全
域
に
お
け
る
地
域
活

性
化
の
方
法
に
つ
い
て
。
催
し
や

イ
ベ
ン
ト
を
工
夫

し
、
市
民
の
輪
が

拡
が
る
こ
と
は
大

切
で
あ
る
。
今
あ

る
資
源
・
産
物
に

自
信
を
持
っ
て
Ｐ

Ｒ
し
強
化
を
望
む
。

例
え
ば
商
工
会
が

代
表
的
産
物
の
野

菜
市
を
定
期
的
に

行
っ
た
り
、
広
く

産
物
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
始
め
る
な
ど
。本
市
の
玉
露
は
、

自
信
を
持
っ
て
世
界
に
発
信
で
き

る
産
物
で
あ
る
。
こ
の
玉
露
を
披

露
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
べ

き
。「
一
休
寺
」の
知
名
度
は
高
い

が
、
観
光
と
し
て
は
中
途
半
端
な

状
態
、ま
ち
の
活
性
化
に
は
、充
分

に
生
か
せ
て
い
な
い
。
市
全
域
に

発
信
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

原
因
が
あ
る
。
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方

を
見
直
し
、
本
市
の
ま
ち
お
こ
し

を
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
。
宝
庫

を
充
分
に
考
え
生
か
せ
れ
ば
、
経

済
成
長
も
良
く
な
る
。
特
に
観
光

協
会
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
商
工
会
館
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

本
市
の
知
名

度
を
上
げ
、
誘
客
を
増
や
し
、
産

物
を
た
く
さ
ん
売
る
よ
う
な
こ
と

が
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

問願いに応える特養老人ホームを
答質の高いサービス求める

青 木 綱 次 郎 議員 （ 共産党 ）

本市の限度額適用認定証

問まちおこし活性化策は
答知名度上げ誘客増やす

上 田 毅 議員 （ 無会派 ）

まちおこしイベントとして商工会が
平成２５年１月１９日に行った「一休バル」

問

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
開
設
は

答

平
成
26
年
夏
頃
を
予
定

鈴 

木 

康 

夫 

議
員 

（ 

一
新
会 

）

特別養護老人ホームとショートステイ
　　　　　　　　　などが行われている施設


